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「児童・思春期の抑うつ傾向の遺伝と環境‐双生児法による検討‐」 

田中麻未（お茶の水女子大学大学院人間文化研究科） 
 

 

Ⅰ．問 題 

 
近年，大人と同じ抑うつ症状を示す「子どもの存在」が注目されてきている。これまでの諸外国

の疫学的研究によると，一般人口における子どものうつ病は，児童期では 0.5～2.5％，青年期（思

春期）では 2.0～8.0%にのぼることが報告されている（Harrington et al., 1994）。ようやく我が国

でも子ども版のスクリーニング尺度の開発が進められるようになり，いくつかの代表的な尺度の日

本語版を使用して，大規模な調査がなされてきている。例えば，傳田ら（2004）による日本の 3,000

人以上の小・中学生を対象に行われた調査では，対象者の平均得点が欧米の調査結果と比べても高

い値であったことが報告されており，わが国の小・中学生にも抑うつ症状を示す子どもたちが少な

からず存在することが示されてきている。従って，子どもの抑うつやうつ病になるべく早い段階で

気づいてあげることや，より適切な対応や支援は重要であると考えられる。そのためにも，まずは，

子どもの抑うつやうつ病に影響する諸要因の特定や，その維持に関与している要因を探っていく必

要があるだろう。 

これまでの抑うつやうつ病の研究では，パーソナリティ，ソーシャル・サポート，親の養育態度

などの心理社会的要因に焦点を当てた検討がなされてきている。加えて，昨今では，生物学的要因

という視点から双生児を対象とした人間行動遺伝学的なアプローチにより，抑うつやうつ病の背後

にある遺伝要因と環境要因の構造についても明らかにされてきている。そこで，本研究では，双生

児法を援用して，児童・思春期の抑うつ傾向と心理社会的要因との関連に関する生物学的要因も含

めた実証的検討を行い，子どもの精神保健にとって有意義な基礎的知見を提供することを目的とし

て行われた。 

 

 

Ⅱ．方 法 

 

本研究は，双生児とその家族を調査協力者として 1999 年に開始された縦断研究（ツインプロジェ

クト縦断データ：菅原，木島，菅原，酒井，真榮城，詫摩，天羽）の一部を使用して行われた。本

研究の調査対象者は，9～18 歳までの一卵性双生児 535 ペア（男子 236 ペア，女子 299 ペア），二卵性

同性双生児 334 ペア（男子 150 ペア，女子 184 ペア），二卵性異性双生児 181 ペアであった。平均年

齢は，13.5 歳（SD=2.5）であった。 

本研究では，1999～2007 年に隔年で行われた郵送式質問紙調査の中から，パーソナリティ測定尺

度，ソーシャル・サポート尺度，親の養育態度尺度，抑うつ評価尺度により得られたデータを分析

に使用した。 

 

 

Ⅲ．結 果 

 

児童・思春期の抑うつ傾向の背後にある遺伝要因と環境要因の構造における性差について検討し
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た結果，性別特有の遺伝要因(A’)や共有環境要因(C’)は見出されず，男女で遺伝要因(A)と非共有環境

要因(E：一人ひとりに独自の効果を及ぼす要因)の効果量は等しいが，共有環境要因(C：きょうだいを

似させる働きを持つ要因)の効果量に違いがあることが示唆された。この結果から，抑うつ傾向に影

響を及ぼす共有環境要因(C)に対する反応や受け止め方の大きさに対して，男女で異なることが明ら

かとなった（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 男女別の抑うつ傾向の非標準化分散成分，[ ]内は 95%信頼区間 

 

次に，児童・思春期の抑うつ傾向と関連の深いパーソナリティである「損害回避」と「報酬依存」

を含めた多変量遺伝分析を行ったところ，成人を対象とした先行研究と同様に（Ono et al., 2002），

抑うつ傾向に独自の遺伝要因(A)の影響はなく，抑うつ傾向の遺伝要因は，抑うつ傾向と関連を持つ

パーソナリティの遺伝要因(A)に由来することが示唆された（図 2）。また，非共有環境要因(E)の独

自性は高いことが示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 損害回避，報酬依存，および抑うつ傾向のコレスキー分解による多変量遺伝分析の最適モデル（A：

遺伝要因，C：共有環境要因，E：非共有環境要因，[ ]内は 95%信頼区間） 
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さて，これまでの先行研究によりソーシャル・サポートの欠如が抑うつ傾向を高めてしまうこと

が示されてきており（e.g., Rubin et al., 1992），家族や友人などの身近な人々のサポートが抑うつ傾向

の関連要因であることは既によく知られている。それでは，抑うつ傾向の背後にある遺伝や環境の

効果は，ソーシャル・サポートによって何らかの影響を受けているのであろうか，という点につい

て遺伝‐環境交互作用の観点から検討を行った。その結果，母親および友人からのサポートが高ま

るにつれ，思春期の抑うつ傾向に寄与する遺伝の影響が小さくなることが示唆された（図 3, 4）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次に，心理社会的要因の一つとして家庭内における両親の養育態度を取り上げた。例えば，父親

と母親が，「子どもに対して温かく接している」と思っていても，実際に子どもは「あまり温かく接

してもらえていない」と感じている場合，子どもの精神的健康にどのような違いが見られるのかに

ついて検討するために，子どもと両親の養育の温かさに対する認知パターンと子どもの抑うつ傾向

との関連について検討した。加えて，抑うつ傾向の高い子どもとそうでない子どもの相違に関連す

る要因について，より具体的に検討するために，一卵性双生児を対象に彼らの抑うつ傾向レベルに

違いが見られた場合，どのような親の養育の温かさが関連を持っているのかについても検討を試み

た。その結果，父母の養育の温かさ得点が高い場合でも子どもの得点が低いと，子どもの抑うつ傾

向が他の群よりも高いことが示された（図 5, 6；①子どもの得点が高く親の得点が低い群，②子ど

もと親の得点がほぼ等しい群，③子どもの得点が低く親の得点が高い群）。さらに，遺伝的にほぼ

100%一致している一卵性双生児を対象に検討した結果，子どもの遺伝的要因という生得的な要因を

考慮した上でも，抑うつ傾向の高い群の方が，母親の養育の温かさに対する子どもの認知が低いレ

ベルの状態にあることが示唆された（図 7）。 

 

 

 

図 3 母親サポートレベルによる子どもの

抑うつ傾向の ACE 分散成分の変化（A：遺伝

分散，C：共有環境分散，E：非共有環境分散）

 

図 4 友人サポートレベルによる子どもの

抑うつ傾向の ACE 分散成分の変化（A：遺伝

分散，C：共有環境分散，E：非共有環境分散）
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図 7 一卵性双生児ペアにおける親の養育の温かさと子どもの抑うつ傾向との関連（双子の一方の抑う

つ傾向得点が 16 点以上の一卵性双生児ペアによる検討，**p < .01） 

 

 

Ⅳ．考 察 

 

 児童・思春期の抑うつ傾向にも生物学的要因である遺伝要因が関わっていることは明らかである

（図 1）。しかしながら，これまでの研究は，主に抑うつ傾向自体の遺伝要因に焦点が当てられて展

開されてきたが，本研究では，抑うつ傾向と心理社会的要因との関連にも遺伝要因が絡んでいると
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いう観点から検討を行ってきた。その結果，心理社会的要因として取り上げた，個人内要因である

パーソナリティの損害回避の高さ（過度の不安感や予期懸念の高さ，人見知りの激しさ，疲れやすさな

どの特徴）や報酬依存の低さ（他人と打ち解けられない，人との付き合い下手などの特徴）の遺伝要因

が，児童・思春期の抑うつ傾向に影響を及ぼしていることが明らかとなった（図 2）。また，心理社

会的要因である，母親や友人からのサポートの高さが，児童・思春期の抑うつ傾向の遺伝的な個人

差の顕現化を小さくする効果があることも示された（図 3, 4）。さらに，父子と母子間の養育の温か

さに対する認知パターンと子どもの抑うつ傾向との関連について検討した結果，養育の温かさに対

しての両親の得点が高くても子どもの得点が低いと，子どもの抑うつ傾向は高いレベルにあること

が示唆された（図 5, 6）。特に，母親の温かい養育に対する子どもの認知の低さは，子どもの持つ個

人差に関わらず，抑うつ傾向の高さと関連を持つという結果も踏まえて（図 7），親が「温かく接し

ている」と思っていること以上に，子どもが「どのように受け止めているのか」に配慮した親子の

コミュニケーションを図ることが重要であると考えられた。 

 

（註．研究会講演ならびに本稿の内容は，著者がお茶の水女子大学大学院人間文化研究科に提出した学位申請論文の

一部である。） 
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日本双生児研究学会 

第２４回学術講演会のご案内（第２報） 
 
日 時：2010 年 1 月 23 日（土） 午前 9時 30 分～午後 5時 

会 場：石川県立生涯学習センター（22 号室） 

      〒920-0962 金沢市広坂 2丁目 1番 1号 石川県広坂庁舎 

TEL: 076-223-9571  FAX: 076-223-9585 

参加費：2,000 円（多胎児の保護者、多胎児サークル関係者は無料） 

託 児：無料 午前（9：00-12：30）のみ行います 

 

＊＊＊ プログラム ＊＊＊ 
 

9：00  受付開始 

9：30  開会の挨拶  第 24 回大会会長 大木秀一（石川県立看護大学） 

 

一般講演 1  座長：服部律子（岐阜県立看護大学） 

9：40～10：00  多胎育児支援全国普及事業について 

  田中輝子（多胎育児サポートネットワーク）、大木秀一（石川県立看護大学）、

志村 恵（金沢大学）、服部律子（岐阜県立看護大学）、大岸弘子（ひょう

ご多胎ネット）、山中典夫（多胎育児サポートネットワーク）、橘 薫、玄

田朋恵（いしかわ多胎ネット）、天羽千恵子（ひょうご多胎ネット）、糸井

川誠子、田口章子（ぎふ多胎ネット） 

10：00～10：20  多胎育児ピアサポート活動の課題 ・・ピアサポーターの声から・・ 

  佐藤喜美子、太田ひろみ、佐々木裕子、山元有佳（杏林大学保健学部看護学

科） 

10：20～10：40  双子の母親の出産後 3 か月から 1 年 6 か月までの離乳の方法とその思い 

  藤井美穂子（日本赤十字看護大学） 

（休憩） 

一般講演 2  座長：加藤憲司（国際医療福祉大学） 

10：50～11：10  ふたごまるまるプロジェクト ～日常生活からふたごの行動発達を探る 

  野嵜茉莉、藤澤啓子、安藤寿康（慶応義塾大学） 

11：10～11：30  高齢双生児を対象とした IADL 低下に関与するライフスタイル要因の研究 

  大野智代、西原玲子、早川和生（大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻） 

11：30～11：50  高齢双生児の社会的役割、手段的日常生活動作に関連する遺伝的要因についての研究 

  西原玲子（大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻）、乾富士夫（白鳳女子

短期大学認定看護師教育センター）、加藤憲司（国際保健医療大学小田原保

健医療学部）、冨澤理恵、桝谷里紗、早川和生（大阪大学大学院医学系研究

科保健学専攻） 
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11：50～12：10  双子幼児とその親の遊び場面における発話の音声・言語学的検討 

  岡田実緒（大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻）、麦谷綾子、中谷智広、

石塚健太郎（NTT コミュニケーション科学基礎研究所）、林知里（千里金

蘭大学看護学部）、西原玲子、早川和生（大阪大学大学院医学系研究科保健

学専攻） 

 

12：10～13：30  昼食（幹事会） 

 

13：30～14：00  総会 

 

シンポジウム  司会：志村 恵（金沢大学） 

14：00～15：00  「研究者と協力者のよりよい関係を考える」 

シンポジスト： 

安藤寿康（慶応義塾大学）： 
ToTCoP（首都圏ふたごプロジェクト）や他のインフォマントを利用した研究の経

験・立場から 

加藤憲司（国際医療福祉大学）： 
諸外国における協力者と研究者の協力関係の実際、信頼関係の構築について  
～スウェーデンでの事例を通じて～ 

杉浦祐子（ツインマザースクラブ）： 

数多くの調査・研究に協力してきたツインマザースクラブとして考えること 

田中輝子（多胎育児サポートネットワーク）： 
当事者等が研究者を巻き込んできている地域及び全国ネットワークのあり方について 

～セルフヘルプ・グループとして地域に果たす役割と、ネットワークの必要性～ 

（休憩） 

一般講演 3  座長：野中浩一（和光大学） 

15：10～15：30  思春期の双生児における身体の発育・発達（２） 

  福島昌子（東京大学教育学部附属中等教育学校） 

15：30～15：50  男女のふたごについて 

  天羽幸子（ツインマザースクラブ） 

15：50～16：10  多胎出産の現状 ―妊産婦の観点から― 

  齋藤令子（ツインマザースクラブ） 

（休憩） 

16：20～16：50  学会奨励賞受賞者講演  （受賞者なしの場合 16：20 閉会となります） 

 

16：50～17：00  閉会の挨拶 次期大会会長 菅原ますみ（お茶の水女子大学） 

 

17：15～18：00  交流会 （講演会場にて行います） 

 

18：30～  懇親会 

 



 9

＊一般講演の発表は、全て口演と質疑をあわせて 20 分です。 

【お問合せ先】 
〒929-1212 石川県かほく市中沼ツ 7 番 1 石川県立看護大学 健康科学講座  

（日本双生児研究学会第 24 回学術講演会大会事務局） 大木秀一  

TEL&FAX： 076-281-8377   E-mail： sooki@ishikawa-nu.ac.jp  

 

【託児のお知らせ】 
託児時間は 9：00～12：30 です。事前申し込みが必要です。締切 2010 年 1 月 15 日（金） 
申し込み先：子育て生活応援団 TEL&FAX：076-260-5155  E-mail：info@kosodateo.com 

「2010 年 1 月 23 日学会託児申し込み」として、保護者のお名前・ご住所・電話番

号、お子さまのお名前・性別・年齢・アレルギーの有無などをお知らせ下さい。 

 

【交通のご案内】 
JR 金沢駅から北陸鉄道バスに乗車、香林坊下車徒歩 4 分。石川県広坂庁舎（旧県庁舎）内 

JR 金沢駅から車で約 10 分 

兼六園や金沢 21 世紀美術館、石川県立美術館の近くです。 

注）駐車スペースが限られておりますので、なるべく公共交通機関等をご利用ください。 
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メーリングリスト登録のお願い 

 

 

  日本双生児研究学会の会員のメーリングリストを整備して、急ぎの連絡を会員に流したり、会員

同士の交流を活発化させたいと考えています。つきましては、次号のニュースレターにて、未だ学

会会員のメーリングリスト（jsts@twins.gr.jp) に登録していない会員はできるだけ登録するよう

に呼びかけの 文面を掲載していただけると誠に幸いです。メーリングリストの担当は小野寺勉会員

ですので、小野寺さんのメールアドレス( onodera@gapj.net ) もしくは事務局（早川）にメールを

送っていただければ登録できます。なにとぞ、宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 
               編  集  後  記  
 

＜編集後記＞ 

 みなさまお元気でご活躍のことと存じます。第24 回学術講演会（大会長 大木秀一先生）のプログラ

ムを掲載した『ニュースレター』をお届けします。再び金沢の地で開催します。この冬は比較的暖冬というこ

とのようですので、どうぞご安心してお越しください。会場での活発な議論を宜しくお願い申し上げます。 

 また毎号のお願いで恐縮ですが、次号以降のため海外の学術雑誌へ投稿された場合、サマリー等をお寄せく

ださい。編集委員 志村恵（金沢大学）横山美江（大阪市立大学） 




